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 ※ 資料については、東京都教育委員会のホームページに掲載しています。 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/club_activity.html 

 

シンポジウムを開催いたしました！！ 
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ニュースレター 第５号 

令和６年 10 月 東京都 

 

未来へ つなぐ 部活動改革 

学校部活動の地域連携・地域移行の背景や、地域におけるスポーツ・文化芸術環境の将来像、
見込まれる効果、スケジュール等について、区市町村、生徒や保護者、スポーツ・文化芸術関係
者、学校関係者等の皆様に、定期的にお知らせいたします。 

１ 部活動の地域連携・地域移行シンポジウムについて 

大学分科会とスポーツ・文化芸術団体個別説明会（東京都スポーツ協会、東京都スポーツ推進委員協議会、

総合型地域スポーツクラブ東京都協議会、日本芸能実演家団体協議会）を開催しました。 

日本体育大学 
①日体大における地域連携・

地域移行の取組 
②新たな地域クラブ「NITTAI

クラブ」の設立 

   

松尾 哲矢氏 
（立教大学スポーツウエルネス学部） 

新たな地域活動を立ち上げる
視点で考える必要がある。ま
た、行政、学校、保護者、地域
が当事者意識をもつことが 

改革につながる。 

森元 俊太郎氏 
（FC 東京 ファシリティ事業部長） 

受皿団体を増やすためには、
指導者の雇用確保が必要。そ
のために、対象を様々な世代
に拡げ、持続的な収益構造を 

構築することが必要。 

矢子 達哉氏 
（総合型地域スポーツクラブ東京都 

協議会 副幹事長） 

この改革により、地域のクラブ
に参加した中学生が数年後に指
導者として戻るなど、地域ス 
ポーツの活性化につながる。 

 

(1) 第１部 取組等発表 

 

(2) 第２部 パネルディスカッション 

(3)  第３部 分科会 

「東京の資源を活用した部活動の地域連携・地域移行の在り方について」 

板橋区教育委員会 
①「いたばし地域クラブ」の設立 
②板橋区におけるビジョンの策定 
③持続可能な体制の模索 

ようがコミュニ 
ティークラブ 

①部活動の受け皿
となり、競技志
向ではない生徒
が楽しめる活動
を重視 

②生徒と話し合い
ながら、効率の
良い練習方法を
模索 

 

ヨーコ・ゼッターランド氏 
（オリンピアン） 

地域の資源を生かし、新たな
システムを構築するために、
つなぎ役のコーディネーター    

が大切となる。 
 
 

 

池田 敦司氏 
（UNIVAS 専務理事・仙台大学 教授） 

学生が中学生と関わることの
意義を整理し、学生が携わり
やすくするために、大学の中  

に組織をつくることが 
必要となる。 

 

大塚 洋一氏 
（東京都中学校体育連盟 顧問） 

大会運営については、教員だけ
では限界がきており、競技団体
等との連携が必要となる。 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/physical_training_and_club_activity/club_activity.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日：令和６年 10 月 18 日  発行者：東京都  問合せ先：教育庁指導部 03（5320）7474 

(1) 令和５年度に、次の地区で部活動の地域移行に向けた実証事業が行われました。詳細については、ＵＲＬから 

成果報告書を御覧ください。 

スポーツ庁「部活動の地域移行等に向けた実証事業」：品川区、渋谷区、杉並区、板橋区、日野市、狛江市 

成果報告書 https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop01/list/jsa_00016.html 

文化庁「部活動の地域移行等に向けた実証事業」：渋谷区、日野市 

成果報告書 https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/93877101.html 

 
(2) 令和 6 年度は、次の地区で実証事業が行われています。詳細については、今後のニュースレター等で紹介して 

いきます。 

スポーツ庁「部活動の地域移行等に向けた実証事業」：品川区、渋谷区、中野区、板橋区、日野市、狛江市 

文化庁「部活動の地域移行等に向けた実証事業」：渋谷区、板橋区、日野市、狛江市 

 

 

３ 区市町村立中学校における実証事業について  

２ 都立中学校・中等教育学校における部活動の地域移行の試行実施について  

学校教育の一環として部活動において行われていたスポーツ・文化芸術活動を、 

東京都教育支援機構（TEPRO）が実施主体となり、休日は地域クラブ活動として実施 

東京都教育委員会 

公益財団法人東京都教育支援機構（TEPRO） 

・地域スポーツ団体 
・民間事業者 など 

都立中学校等 10 校 68 クラブで実施 

＜令和５年度の成果と課題＞ 
○ 成果 

・ TEPRO が、生徒の出欠確認、指導者との連絡調整、保険加入手続、事故対応等を担い、休日の活動を学
校部活動ではなく地域クラブ活動として運営したことにより、教員の負担を軽減することができた。 

・ 指導者の選定において、各学校から教育指導上の意見を聴取するとともに、面接や研修を実施し、専門的
な指導力を有する人材を各学校の状況とマッチングさせた上で派遣したことにより、生徒の技能やモチベー
ションを向上させ、充実した活動を実施することができた。 

○ 課題 
・ 学校の教職員が関わらなくても、運営団体・実施主体の職員のみで学校施設の解錠及び施錠等を行うこと

ができる体制を整備する必要がある。 
・ 安全かつ効果的な指導の充実に向け、複数人の指導者で指導する必要がある。 

 
 課題解決に向けた令和６年度の主な取組 

 ・ 活動日には、コーディネーターを常駐させ、学校の教職員に頼らない学校施設の管理を実施している。 
 ・ 指導の充実に向け、補助の指導者として、連携している大学から学生の指導者を派遣している。 

学校 

委託 

運営 

委託・委嘱 

指導 

連携 

＜主な検証事項＞ 

 (1) 地域団体と学校との連携    (2) 外部委託による教員の負担軽減  (3) 地域クラブ活動における指導者の質の確保 

(4) 活動場所の確保・施設の管理  (5) 教員等の兼業・兼職 

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop01/list/jsa_00016.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/93877101.html

